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(57)【要約】
【課題】遊技機の異常を迅速かつ確実に報知することに
より、不正行為の早期発見を実現し、不正による被害の
拡大防止および不正行為の抑制を図る。
【解決手段】異常検知装置１１０は、遊技機Ｍに設けら
れた非接触ＩＣタグの所定範囲内に配設されたアンテナ
を用いて、非接触ＩＣタグから遊技機Ｍ固有の識別情報
を読み取り、その識別情報、および遊技機Ｍと関連付け
て予め設定されている設定情報に基づいて、識別情報の
正当性を判断し、その識別情報が不当であると判断され
た場合、遊技機Ｍの異常を示す異常情報を、遊技機Ｍへ
の不正行為を監視する監視装置１２０に送信する。また
、監視装置１２０との通信状態を検出し、その通信状態
が通信不能状態であった場合には、異常情報を保持する
。そして、通信状態が通信不能状態から通信可能状態に
復帰した場合に、保持されている異常情報を監視装置１
２０に送信する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技機に設けられた非接触ＩＣタグの所定範囲内に配設されたアンテナを用いて、前記
非接触ＩＣタグから前記遊技機固有の識別情報を読み取る読取手段と、
　前記読取手段によって読み取られた識別情報、および前記遊技機と関連付けて予め設定
されている設定情報に基づいて、前記識別情報の正当性を判断する判断手段と、
　前記判断手段によって前記識別情報が不当であると判断された場合、前記遊技機の異常
を示す異常情報を、前記遊技機への不正行為を監視する監視装置に送信する送信手段と、
　前記監視装置との通信状態を検出する検出手段と、
　前記検出手段によって前記通信状態が通信不能状態であると検出された場合、前記異常
情報を保持する保持手段と、
　を備えることを特徴とする異常検知装置。
【請求項２】
　前記判断手段は、
　前記識別情報の読み取りが不能となったか否かを判断し、
　前記送信手段は、
　前記判断手段によって識別情報が読み取り不能と判断された場合、前記異常情報を前記
監視装置に送信することを特徴とする請求項１に記載の異常検知装置。
【請求項３】
　前記送信手段は、
　前記検出手段によって前記通信状態が通信不能状態から通信可能状態に復帰したことが
検出された場合、前記保持手段によって保持されている異常情報を前記監視装置に送信す
ることを特徴とする請求項１または２に記載の異常検知装置。
【請求項４】
　前記検出手段は、
　前記監視装置への電力供給状態を検出し、
　前記保持手段は、
　前記検出手段によって前記電力供給状態がＯＦＦ状態であると検出された場合、前記異
常情報を保持することを特徴とする請求項１～３のいずれか一つに記載の異常検知装置。
【請求項５】
　前記送信手段は、
　前記検出手段によって前記電力供給状態がＯＦＦ状態からＯＮ状態に復帰したことが検
出された場合、前記保持手段によって保持されている異常情報を前記監視装置に送信する
ことを特徴とする請求項４に記載の異常検知装置。
【請求項６】
　前記送信手段は、
　前記判断手段によって前記識別情報が不当であると判断された時期、または前記識別情
報が読み取り不能であると判断された時期を特定する情報を含む異常情報を前記監視装置
に送信することを特徴とする請求項２～５のいずれか一つに記載の異常検知装置。
【請求項７】
　前記異常検知装置は、
　遊技媒体の貸し出しに関する信号を前記遊技機に送信する遊技媒体貸出装置であること
を特徴とする請求項１～６のいずれか一つに記載の異常検知装置。
【請求項８】
　遊技機に設けられた非接触ＩＣタグの所定範囲内に配設されたアンテナを用いて、前記
非接触ＩＣタグから前記遊技機固有の識別情報を読み取る読取工程と、
　前記読取工程によって読み取られた識別情報、および前記遊技機と関連付けて予め設定
されている設定情報に基づいて、前記識別情報の正当性を判断する判断工程と、
　前記判断工程によって前記識別情報が不当であると判断された場合、前記遊技機の異常
を示す異常情報を、前記遊技機への不正行為を監視する監視装置に送信する送信工程と、
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　前記監視装置との通信状態を検出する検出工程と、
　前記検出工程によって前記通信状態が通信不能状態であると検出された場合、前記異常
情報を保持する保持工程と、
　を含んだことを特徴とする異常検知方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の異常検知方法をコンピュータに実行させることを特徴とする異常検出
プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、遊技機の異常を検知する異常検知装置、異常検知方法、および異常検知プ
ログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、パチンコ遊技機やスロット遊技機などの遊技機において、該遊技機を不正に
改造して、遊技者が不当に遊技媒体を獲得する不正行為が後を絶たない。たとえば、遊技
機の制御を司る主基板や該主基板に実装されているＲＯＭなどを不正なもの（いわゆる、
裏ロムなど）に交換して、不当に遊技媒体を獲得する不正行為がおこなわれている。
【０００３】
　これにより、パチンコホールなどの遊技場を営む店舗が被る被害が甚大なものとなって
おり、不正行為を防ぐために、各店舗において様々な不正対策がおこなわれている。たと
えば、各店舗において、不正行為を監視するために、監視カメラを設置したり、従業員の
数を増やしたりする対策が講じられている。
【０００４】
　また、主基板や該主基板に実装されているＲＯＭに封印紙を貼付する技術が開示されて
いる（たとえば、下記特許文献１参照。）。これによれば、主基板を不正なものに交換す
る際に、正規の主基板に貼付されていた封印紙を剥がして、不正なものに貼りかえると封
印紙が破れてしまうので、不正行為がおこなわれたことを把握することができ、被害の拡
大を抑えることができる。
【０００５】
【特許文献１】特開平１０－２１６３２４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、遊技機の主基板や該主基板に実装されているＲＯＭなどを不正なものに
交換する不正行為は、深夜などの営業時間外におこなわれることが多い。このため、監視
カメラを設置する、あるいは従業員の数を増やすなどして営業時間中の不正行為の監視を
強化したとしても、依然として不正行為を十分に把握しきれないという問題があった。
【０００７】
　また、上述した特許文献１に記載の従来技術によれば、営業時間外におこなわれた不正
行為を把握するためには、遊技機内部に貼付された封印紙の目視チェックを営業時間前に
おこなう必要がある。しかしながら、遊技場内に設置されているすべての遊技機について
、封印紙が破れていないか、あるいは、不正な封印紙に張り替えられていないかを確認す
るには多大な時間や手間がかかり、不正行為にかかる作業負担が増大してしまうという問
題があった。
【０００８】
　特に、遊技機の設置台数が多い遊技場（たとえば、１０００台）では、従業員による作
業負担が増大してしまうばかりでなく、チェック漏れによる不正行為の見落としが発生し
てしまう場合があり、結果的に不正行為を十分に把握しきれないという問題があった。
【０００９】
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　この発明は、上述した従来技術による問題点を解消するため、遊技機の異常を迅速かつ
確実に報知することにより、不正行為の早期発見を実現し、不正による被害の拡大防止お
よび不正行為の抑制を図ることができる異常検知装置、異常検知方法、および異常検知プ
ログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述した課題を解決し、目的を達成するため、この発明にかかる異常検知装置、異常検
知方法、および異常検知プログラムは、遊技機に設けられた非接触ＩＣタグの所定範囲内
に配設されたアンテナを用いて、前記非接触ＩＣタグから前記遊技機固有の識別情報を読
み取り、その識別情報、および前記遊技機と関連付けて予め設定されている設定情報に基
づいて、前記識別情報の正当性を判断し、前記識別情報が不当であると判断された場合、
前記遊技機の異常を示す異常情報を、前記遊技機への不正行為を監視する監視装置に送信
する。また、前記監視装置との通信状態を検出し、前記通信状態が通信不能状態であると
検出された場合、前記異常情報を保持することを特徴とする。
【００１１】
　また、上記発明において、前記識別情報の読み取りが不能となったか否かを判断し、読
み取り不能と判断された場合、前記異常情報を前記監視装置に送信することとしてもよい
。
【００１２】
　また、上記発明において、前記通信状態が通信不能状態から通信可能状態に復帰したこ
とが検出された場合、保持されている異常情報を前記監視装置に送信することとしてもよ
い。
【００１３】
　また、上記発明において、前記監視装置への電力供給状態を検出し、前記電力供給状態
がＯＦＦ状態であると検出された場合、前記異常情報を保持することとしてもよい。
【００１４】
　また、上記発明において、前記電力供給状態がＯＦＦ状態からＯＮ状態に復帰したこと
が検出された場合、保持されている異常情報を前記監視装置に送信することとしてもよい
。
【００１５】
　これらの発明によれば、遊技機に対して何らかの不正行為がおこなわれた恐れがある場
合、その遊技機の異常を示す異常情報を監視装置に自動的に送信することができる。さら
に、監視装置との通信状態が通信不能状態であった場合には、異常情報を保持しておくこ
とができる。また、監視装置との通信状態が通信不能状態から通信可能状態に復帰した時
点で、保持されている異常情報を監視装置に送信するため、迅速かつ確実に異常情報を監
視装置のユーザに報知することができる。
【００１６】
　また、上記発明において、前記識別情報が不当であると判断された時期、または前記識
別情報が読み取り不能であると判断された時期を特定する情報を含む異常情報を前記監視
装置に送信することとしてもよい。
【００１７】
　この発明によれば、遊技機に対して何らかの不正行為がおこなわれた恐れがある時期（
日時）を特定するための情報を監視装置に送信することができる。
【００１８】
　また、上記発明において、前記異常検知装置は、遊技媒体の貸し出しに関する信号を前
記遊技機に送信する遊技媒体貸出装置であることとしてもよい。
【００１９】
　この発明によれば、遊技場内に既設されている遊技媒体貸出装置を利用して、遊技機の
異常を検知することができる。
【発明の効果】
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【００２０】
　本発明にかかる異常検知装置、異常検知方法、および異常検知プログラムによれば、遊
技機の異常を迅速かつ確実に報知することにより、不正行為の早期発見を実現し、不正に
よる被害の拡大防止および不正行為の抑制を図ることができるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下に添付図面を参照して、この発明にかかる異常検知装置、異常検知方法、および異
常検知プログラムの好適な実施の形態を詳細に説明する。
【００２２】
（異常検知システム１００のシステム構成）
　まず、この発明の実施の形態にかかる異常検知システム１００のシステム構成について
説明する。図１は、この発明の実施の形態にかかる異常検知システム１００のシステム構
成図である。図１において、異常検知システム１００は、複数の遊技機Ｍ－１～Ｍ－ｎと
、複数の異常検知装置１１０－１～１１０－ｎと、監視装置１２０と、がＬＡＮやＷＡＮ
などのネットワークを介して接続されている。
【００２３】
　本実施の形態では、異常検知装置１１０－１～１１０－ｎを遊技機Ｍ－１～Ｍ－ｎでの
遊技に使用する遊技球や遊技メダルなどの貸し出しを制御する遊技媒体貸出装置に適用す
ることにより、遊技場内に設置されている遊技機Ｍ－１～Ｍ－ｎの異常を検知する異常検
知システム１００を実現する。
【００２４】
　遊技機Ｍ－１～Ｍ－ｎは、遊技場内に設置されているパチンコ遊技機やスロット遊技機
などの電子機器である。異常検知装置１１０－１～１１０－ｎは、隣接する遊技機Ｍ－１
～Ｍ－ｎに対して何らかの不正行為がおこなわれた場合に、その異常を検知するコンピュ
ータ装置である。ここで、遊技機Ｍ－１～Ｍ－ｎへの不正行為とは、たとえば、各遊技機
Ｍ－１～Ｍ－ｎの制御を司る主基板や該主基板に実装されているＲＯＭなどを不正なもの
（いわゆる、裏ロムなど）に交換して、不当に遊技媒体を獲得する行為などである。
【００２５】
　また、異常検知装置１１０－１～１１０－ｎは、隣接する遊技機Ｍ－１～Ｍ－ｎと接続
されており（たとえば、異常検知装置１１０－１と遊技機Ｍ－１とが接続されている）、
遊技機Ｍ－１～Ｍ－ｎでの遊技に使用する遊技球や遊技メダルなどの遊技媒体を貸し出す
機能を有している。
【００２６】
　監視装置１２０は、遊技場内に設置されている遊技機Ｍ－１～Ｍ－ｎへの不正行為を監
視するとともに、遊技機Ｍ－１～Ｍ－ｎの売上情報を管理するコンピュータ装置である。
この監視装置１２０は、たとえば、遊技場内における不正行為の監視や、各遊技機Ｍ－１
～Ｍ－ｎの売上情報の管理などの業務をおこなうための管理室に設置されており、遊技場
の管理者によって使用される。
【００２７】
（コンピュータ装置のハードウェア構成）
　つぎに、図１に示したコンピュータ装置（異常検知装置１１０－１～１１０－ｎおよび
監視装置１２０）のハードウェア構成について説明する。図２は、図１に示したコンピュ
ータ装置のハードウェア構成を示すブロック図である。図１において、コンピュータ装置
は、ＣＰＵ２０１と、ＲＯＭ２０２と、ＲＡＭ２０３と、磁気ディスクドライブ２０４と
、磁気ディスク２０５と、光ディスクドライブ２０６と、光ディスク２０７と、音声Ｉ／
Ｆ（インターフェース）２０８と、スピーカ２０９と、入力デバイス２１０と、映像Ｉ／
Ｆ２１１と、ディスプレイ２１２と、通信Ｉ／Ｆ（インターフェース）２１３と、を備え
ている。また、各構成部２０１～２１３はバス２２０によってそれぞれ接続されている。
【００２８】
　まず、ＣＰＵ２０１は、コンピュータ装置の全体の制御を司る。ＲＯＭ２０２は、ブー
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トプログラム、通信プログラム、データ解析プログラムなどのプログラムを記録している
。また、ＲＡＭ２０３は、ＣＰＵ２０１のワークエリアとして使用される。
【００２９】
　磁気ディスクドライブ２０４は、ＣＰＵ２０１の制御にしたがって磁気ディスク２０５
に対するデータの読取り／書込みを制御する。磁気ディスク２０５は、磁気ディスクドラ
イブ２０４の制御で書込まれたデータを記録する。磁気ディスク２０５としては、たとえ
ば、ＨＤ（ハードディスク）やＦＤ（フレキシブルディスク）を用いることができる。
【００３０】
　光ディスクドライブ２０６は、ＣＰＵ２０１の制御にしたがって光ディスク２０７に対
するデータの読み取り／書込みを制御する。光ディスク２０７は、光ディスクドライブ２
０６の制御にしたがってデータの読み出される着脱自在な記録媒体である。光ディスク２
０７は、書込み可能な記録媒体を利用することもできる。また、この着脱可能な記録媒体
として、光ディスク２０７のほか、ＭＯ、メモリカードなどであってもよい。
【００３１】
　音声Ｉ／Ｆ２０８は、音声出力用のスピーカ２０９に接続される。スピーカ２０９から
は音声が出力される。また、入力デバイス２１０は、文字、数値、各種指示などの入力の
ための複数のキーを備えたリモコン、キーボード、マウス、タッチパネルなどが挙げられ
る。
【００３２】
　映像Ｉ／Ｆ２１１は、ディスプレイ２１２と接続される。映像Ｉ／Ｆ２１１は、具体的
には、たとえば、ディスプレイ２１２全体の制御をおこなうグラフィックコントローラと
、即時表示可能な画像情報を一時的に記録するＶＲＡＭ（Ｖｉｄｅｏ　ＲＡＭ）などのバ
ッファメモリと、グラフィックコントローラから出力される画像データに基づいて、ディ
スプレイ２１２を表示制御する制御ＩＣなどによって構成される。
【００３３】
　ディスプレイ２１２には、アイコン、カーソル、メニュー、ウィンドウ、あるいは文字
や画像などの各種データが表示される。このディスプレイ２１２は、たとえば、ＣＲＴ、
ＴＦＴ液晶ディスプレイ、プラズマディスプレイなどを採用することができる。通信Ｉ／
Ｆ２１３は、ネットワークに接続され、ＣＰＵ２０１とのインターフェースとして機能す
る。
【００３４】
（異常検知装置１１０の機能的構成）
　つぎに、この発明の実施の形態にかかる異常検知装置１１０－１～１１０－ｎ（以下、
単に異常検知装置１１０と表記する）の機能的構成について説明する。図３は、この発明
の実施の形態にかかる異常検知装置１１０の機能的構成を示すブロック図である。図３に
おいて、異常検知装置１１０は、読取部３０１と、判断部３０２と、送信部３０３と、検
出部３０４と、保持部３０５と、出力部３０６と、非接触ＩＣタグ３１０と、アンテナ３
２０と、から構成されている。
【００３５】
　この異常検知装置１１０は、たとえば、遊技場内に既設されている、遊技媒体の貸し出
しに関する信号を遊技機Ｍに送信する遊技媒体貸出装置に適用することとしてもよく、ま
た、その遊技媒体貸出装置に設けられた構成であってもよい。
【００３６】
　まず、読取部３０１は、遊技機Ｍに設けられた非接触ＩＣタグ３１０の所定範囲内に配
設されたアンテナ３２０を用いて、非接触ＩＣタグ３１０から遊技機Ｍ固有の識別情報を
読み取る機能を有する。非接触ＩＣタグ３１０は、電磁誘導または電波を利用して非接触
通信をおこなうＩＣタグであり、たとえばＲＦＩＤ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　
Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）タグである。
【００３７】
　この非接触ＩＣタグ３１０は、たとえば、遊技機Ｍの制御を司る主基板、該主基板に実
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装されているＲＯＭ、該主基板を被覆する基板ケースなどに貼付される。また、非接触Ｉ
Ｃタグ３１０には、遊技機Ｍ固有の識別情報が記録されている。非接触ＩＣタグ３１０は
、この識別情報を外部に発信する機能を有している。識別情報は、非接触ＩＣタグ３１０
に一意的に割り当てられた情報であり、たとえば、遊技機Ｍを識別するための遊技機ＩＤ
、遊技機Ｍが設置されている遊技場を識別するための遊技場ＩＤ、および遊技機Ｍの製造
業者を特定するための業者ＩＤなどが含まれている。
【００３８】
　アンテナ３２０は、読取部３０１に配線されており、その配線の長さに応じて任意の位
置に配設可能な構成となっている。このアンテナ３２０は、遊技機Ｍに設けられた非接触
ＩＣタグ３１０の通信範囲内に配設され、その非接触ＩＣタグ３１０からの電波（識別情
報）を受信することとなる。
【００３９】
　具体的には、たとえば、遊技機Ｍを遊技場内に設置する際（いわゆる、新台入替時）に
、遊技場の管理者などにより、不正行為がおこなわれる恐れのある遊技機Ｍの部品に非接
触ＩＣタグ３１０を貼付し、さらに、その非接触ＩＣタグ３１０の通信範囲内にアンテナ
３２０を配設する。これにより、読取部３０１は、アンテナ３２０を用いて、非接触ＩＣ
タグ３１０から識別情報を読み取ることができる。
【００４０】
　判断部３０２は、読取部３０１によって読み取られた識別情報、および遊技機Ｍと関連
付けて予め設定されている設定情報に基づいて、識別情報の正当性を判断する機能を有す
る。この設定情報は、遊技機Ｍに設けられた非接触ＩＣタグ３１０に記録されている識別
情報と関連付けて、予め設定されている情報であり、ＲＯＭ２０２やＲＡＭ２０３などの
メモリに記憶されている。
【００４１】
　具体的には、設定情報は、読取部３０１によって読み取られる識別情報の正当性を判断
可能な情報であればよく、たとえば、正当な識別情報（正規の非接触ＩＣタグ３１０に記
録されている識別情報）を含む情報である。より具体的には、たとえば、識別情報に含ま
れている遊技機ＩＤ、遊技場ＩＤおよび業者ＩＤと同一の遊技機ＩＤ、遊技場ＩＤおよび
業者ＩＤなどを含む情報である。
【００４２】
　判断部３０２は、この設定情報をメモリから読み出して、読取部３０１によって読み取
られた識別情報と設定情報との同一性を照合することにより、その識別情報の正当性を判
断する。具体的には、たとえば、識別情報および設定情報に、遊技機Ｍを識別するための
遊技機ＩＤがそれぞれ含まれている場合、判断部３０２は、それらの遊技機ＩＤを照合す
ることにより、識別情報の正当性を判断する。
【００４３】
　より具体的には、読取部３０１によって読み取られた識別情報に含まれる遊技機ＩＤと
、予め設定されている設定情報に含まれる遊技機ＩＤとを比較し、一致した場合に、識別
情報が正当であると判断する。一方、非接触ＩＣタグ３１０が不正に交換されるなどして
、識別情報に含まれる遊技機ＩＤと設定情報に含まれる遊技機ＩＤとが一致しなかった場
合に、識別情報が不当であると判断する。
【００４４】
　また、判断部３０２は、読取部３０１による識別情報の読み取りが不能となったか否か
を判断する機能を有する。具体的には、たとえば、不正な遊技者により、アンテナ３２０
が取り外されたり、遊技機Ｍに設けられている非接触ＩＣタグ３１０が剥がされたり、ア
ンテナ３２０の配線が切断された場合などに、読み取り不能と判断する。
【００４５】
　このとき、判断部３０２は、読取部３０１による識別情報の読み取りが所定期間継続（
たとえば、数秒間）して不能となった場合に、識別情報の読み取り不能を判断することと
してもよい。これにより、何らかの通信障害が発生して、一時的に識別情報が読み取り不
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能となった場合であっても、識別情報の読み取り不能を判断しないこととなる。
【００４６】
　送信部３０３は、判断部３０２によって識別情報が不当であると判断された場合、遊技
機Ｍの異常を示す異常情報を遊技機Ｍへの不正行為を監視する監視装置１２０に送信する
機能を有する。この監視装置１２０は、遊技機Ｍ－１～Ｍ－ｎの異常を報知するコンピュ
ータ装置であり、たとえば、遊技場の管理者によって使用される。また、監視装置１２０
の機能を、遊技機Ｍ－１～Ｍ－ｎの売上情報を管理するコンピュータ装置に適用すること
としてもよい。
【００４７】
　また、送信部３０３は、判断部３０２によって識別情報が読み取り不能と判断された場
合、遊技機Ｍの異常を示す異常情報を監視装置１２０に送信する機能を有する。すなわち
、遊技機Ｍに対して何らかの不正行為がおこなわれた結果、識別情報が不当であった場合
、または識別情報の読み取りが不能となった場合に、遊技機Ｍの異常を示す異常情報を監
視装置１２０に送信することとなる。
【００４８】
　ここで、遊技機Ｍの異常を示す異常情報とは、遊技機Ｍに対して何らかの不正行為がお
こなわれた恐れがあることを外部に報知するための情報である。具体的には、たとえば、
異常情報には、遊技場内における遊技機Ｍと他の遊技機Ｍとを区別（遊技場内での位置な
ど）するための遊技台番号をあらわす情報や、判断部３０２によって識別情報が不当であ
ると判断された時期（日時）、または識別情報が読み取り不能であると判断された時期を
特定するための情報などが含まれている。
【００４９】
　この異常情報は、たとえば、ＲＯＭ２０２やＲＡＭ２０３などのメモリにテンプレート
として予め記憶されていてもよい。送信部３０３は、識別情報が不当であると判断された
場合、または識別情報が読み取り不能であると判断された場合に、異常情報をメモリから
読み出して、その異常情報を監視装置１２０に送信する。
【００５０】
　このとき、メモリに予め記憶されている、隣接する遊技機Ｍ（異常が発生した遊技機Ｍ
）を特定するための遊技台番号情報を異常情報に付加することとしてもよい。また、識別
情報が不当であると判断された日時情報をタイムスタンプとして異常情報に付加すること
としてもよい。
【００５１】
　検出部３０４は、遊技機Ｍへの不正行為を監視する監視装置１２０との通信状態を検出
する機能を有する。具体的には、たとえば、検出部３０４は、監視装置１２０への電力供
給状態を検出して、その電力供給状態がＯＦＦ状態であった場合に、監視装置１２０との
通信状態が通信不能状態であることを検出する。ＯＦＦ状態とは、監視装置１２０への電
力供給がおこなわれていない状態をあらわす。また、電力供給状態がＯＮ状態であった場
合に、監視装置１２０との通信状態が通信可能状態であることを検出する。ＯＮ状態とは
、監視装置１２０への電力供給がおこなわれている状態をあらわす。
【００５２】
　より具体的には、監視装置１２０との間で通信のセッションが確立しているか否かを検
出する。たとえば、応答要求信号を監視装置１２０に送信して、その結果、監視装置１２
０から応答信号があった場合に、セッションが確立している状態（ＯＮ状態）を検出する
。この応答要求信号は、たとえば、送信部３０３によって送信される異常情報であっても
よく、その応答信号は異常情報を受信したことを示す受信完了通知であってもよい。
【００５３】
　一方で、監視装置１２０から応答信号がなかった場合（タイムアウト）には、セッショ
ンが確立していない状態（ＯＦＦ状態）を検出する。また、監視装置１２０との間で確立
されていた通信のセッション終了（ＯＮ状態からＯＦＦ状態）を示すセッション終了信号
が監視装置１２０から送信されてきた場合に、通信状態がＯＦＦ状態であると検出するこ
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ととしてもよい。
【００５４】
　保持部３０５は、検出部３０４によって通信状態が通信不能状態であると検出された場
合、遊技機Ｍの異常を示す異常情報を保持する機能を有する。具体的には、たとえば、保
持部３０５は、監視装置１２０との通信不能状態が検出された場合、遊技機Ｍの異常を示
す異常情報をＲＯＭ２０２やＲＡＭ２０３などのメモリに保持する。
【００５５】
　すなわち、監視装置１２０の電源供給状態がＯＦＦ状態となっているなど、監視装置１
２０との通信状態が通信不能状態となっている場合には、異常検知装置１１０から異常情
報を送信しても監視装置１２０に送達しないこととなるため、メモリに一時的に保持する
。
【００５６】
　また、送信部３０３は、検出部３０４によって通信状態が通信不能状態から通信可能状
態に復帰したことが検出された場合、保持部３０５によって保持されている異常情報を監
視装置１２０に送信する機能を有する。具体的には、たとえば、送信部３０３は、検出部
３０４によって監視装置１２０の電力供給状態がＯＦＦ状態からＯＮ状態に復帰したこと
が検出された場合、メモリから異常情報を読み出して、その異常情報を監視装置１２０に
送信する。
【００５７】
　このように、監視装置１２０との通信が通信不能状態となっている場合には、異常情報
を一時的に記録媒体に保持し、このあと、通信状態が通信不能状態から通信可能状態に復
帰した場合に、メモリに保持されている異常情報を直ちに監視装置１２０に送信すること
ができる。
【００５８】
　また、送信部３０３は、検出部３０４による検出結果に応じて、異常情報を監視装置１
２０に送信することとしてもよい。具体的には、たとえば、監視装置１２０との通信状態
が通信不能状態であると検出された場合には、その通信状態が通信可能状態に復帰するま
での間は、異常情報を監視装置１２０に送信しない。これにより、送信先である監視装置
１２０の電源供給状態がＯＦＦ状態であるにもかかわらず、異常情報を送信してしまう無
駄な送信処理を防ぐことができる。
【００５９】
　出力部３０６は、判断部３０２によって識別情報が不当であると判断された場合、また
は識別情報が読み取り不能であると判断された場合、遊技機Ｍの異常を示す異常情報を出
力する機能を有する。出力部３０６による出力形式は、ランプ（不図示）による点灯また
は点滅、ディスプレイ２１２での画面表示、外部のプリンタでの印刷出力、メモリへのデ
ータ出力（保存）、外部のコンピュータ装置への送信のいずれであってもよい。
【００６０】
　具体的には、たとえば、遊技機Ｍの異常を示す異常情報を遊技場の管理者の携帯電話端
末に通知してもよく、また、警備会社の端末装置に送信することとしてもよい。さらに、
遊技機Ｍに付設されたテレビ画面に異常情報を表示することとしてもよく、また、遊技機
Ｍ上部などに設置され、遊技機Ｍの大当たり回数や回転数などを表示するデータカウンタ
ーに異常情報を表示することとしてもよい。
【００６１】
　このように、読取部３０１によって読み取られた識別情報（非接触ＩＣタグ３１０に記
録されている識別情報）が不当であった場合、あるいは、その識別情報が読み取り不能と
なった場合には、遊技機Ｍに対して何らかの不正行為がおこなわれた恐れがあると判断し
て、遊技機Ｍの異常を示す異常情報を出力することができる。
【００６２】
　また、監視装置１２０は、異常検知装置１１０の送信部３０３から送信された異常情報
を通信Ｉ／Ｆ２１３を介して受信し、その異常情報を装置本体のディスプレイ２１２に表



(10) JP 2008-289727 A 2008.12.4

10

20

30

40

50

示する機能を有する。これにより、遊技場の管理者は、遊技場内に設置されているすべて
の遊技機Ｍへの不正行為を、監視装置１２０のディスプレイ２１２に表示される異常情報
を確認することによって一括して監視することができる。
【００６３】
　また、遊技場の営業時間外などに監視装置１２０の電源がＯＦＦ状態となっている場合
には、異常検知装置１１０において異常情報が一時的に保持され、営業開始前などに監視
装置１２０の電源供給状態がＯＮ状態となった場合に、直ちに異常検知装置１１０から監
視装置１２０に異常情報が送信される。このため、遊技場の管理者は、遊技機Ｍに対して
何らかの不正行為がおこなわれた恐れがあることを迅速に把握することができる。
【００６４】
　ここで、監視装置１２０のディスプレイ２１２に表示される出力画面について説明する
。図４は、監視装置のディスプレイに表示される出力画面の一例を示す説明図である。図
４において、監視装置１２０のディスプレイ２１２には、遊技場内に設置されている遊技
機Ｍの異常を示す異常情報一覧４００が表示されている。
【００６５】
　異常情報一覧４００には、遊技機Ｍの遊技台番号および遊技機ＩＤと関連付けて、遊技
機Ｍの異常を示す異常情報（たとえば、４１０，４２０）が時系列に並べられて表示され
ている。具体的には、遊技機Ｍごとに、遊技機Ｍの異常が発生した日時、該遊技機Ｍを特
定するための遊技台番号、該遊技機Ｍを識別するための遊技機ＩＤ、および異常の具体的
内容をあらわす情報が表示されている。
【００６６】
　たとえば、異常情報４１０は、遊技台番号「００３」および遊技機ＩＤ「１２３００３
」の遊技機Ｍについて、４月１６日の午前３時２０分に異常が発生し、その内容は識別情
報が不当であることをあらわしている。また、異常情報４２０は、遊技台番号「１１１」
および遊技機ＩＤ「１２３１１１」の遊技機Ｍについて、４月１６日の午前３時５２分に
異常が発生し、その内容は識別情報が読み取り不能であることをあらわしている。
【００６７】
　これにより、遊技場の管理者は、遊技台番号「００３」、「０７８」および「１１１」
の遊技機Ｍに対して何らかの不正行為がおこなわれた恐れがあることを把握することがで
きる。このように、遊技機Ｍに対して何らかの不正行為がおこなわれた恐れがある場合に
、遊技場の管理者にその旨をあらわす異常情報を報知することにより、不正行為の迅速な
発見を実現することができる。
【００６８】
　また、異常情報一覧４００に示す不正行為は、遊技場の営業時間外におこなわれている
。一般に、営業時間外である深夜の時間帯には、監視装置１２０の電源供給状態はＯＦＦ
状態となっていることが多い。このような場合、営業開始前などに監視装置１２０の電源
供給状態がＯＮ状態となったときに、異常検知装置１１０から監視装置１２０に異常情報
が送信され、直ちに異常情報一覧４００がディスプレイ２１２に表示されることとなる。
【００６９】
　これにより、遊技場の営業時間外に不正行為がおこなわれた場合であっても、営業開始
前にその不正行為を把握することができる。この結果、不正行為がおこなわれた遊技機Ｍ
における、不当な遊技媒体の獲得を未然に防ぐことができ、不正行為による被害の拡大を
抑えることができる。
【００７０】
　なお、異常検知装置１１０の判断部３０２による判断処理は、所定の時間間隔でおこな
われてもよく、また、予め設定された時刻（たとえば、営業開始時刻、営業終了時刻など
）におこなわれることとしてもよい。さらに、遊技場の管理者などの操作入力により、任
意のタイミングでおこなうこととしてもよい。
【００７１】
　また、判断部３０２による判断処理がおこなわれる時間間隔が短ければ短いほど、不正
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行為の迅速な発見につながる。このため、非接触ＩＣタグ３１０による識別情報の発信、
読取部３０１による識別情報の読み取り、および判断部３０２による正当性の判断を繰り
返し実行し続けることにより、不正行為の監視を常時おこなうこととしてもよい。
【００７２】
　また、識別情報および設定情報の内容は、任意に更新可能としてもよい。具体的には、
たとえば、新台入替時などに、識別情報および設定情報の内容を最新のものに更新するこ
とができる。これらの内容は、たとえば、遊技場の管理者によって任意に更新可能とする
こととしてもよく、また、遊技場の従業員による不正行為を考慮して、遊技機Ｍの製造業
者などによる更新のみを可能とすることとしてもよい。
【００７３】
　また、設定情報は、非接触ＩＣタグ３１０に記録される識別情報と関連付けて、監視装
置１２０によって一意的に割り当てられることとしてもよい。具体的には、たとえば、図
１において、監視装置１２０から複数の異常検知装置１１０－１～１１０－ｎに対して、
それぞれ固有の設定情報を送信し、各異常検知装置１１０－１～１１０－ｎに設定情報を
割り当てる。
【００７４】
　そして、各異常検知装置１１０－１～１１０－ｎは、監視装置１２０から受信した設定
情報を自装置固有の設定情報として設定する。このように、各異常検知装置１１０－１～
１１０－ｎに対する設定情報の割り当て、および設定情報の設定を自動化することにより
、各異常検知装置１１０－１～１１０－ｎへの設定情報の設定にかかる作業負担を軽減す
ることができる。
【００７５】
　なお、各異常検知装置１１０－１～１１０－ｎに設定情報をどのように割り当てるのか
は、各遊技機Ｍ－１～Ｍ－ｎの遊技場内での設置位置を示す配置表などをもとに、遊技場
の管理者によっておこなうこととしてもよい。また、遊技場の管理者や従業員による不正
行為を考慮して、信頼できる第三者機関から提供される設定情報の割当表をもとにおこな
うこととしてもよい。
【００７６】
　また、遊技機Ｍの異常が発生した場合（判断部３０２によって識別情報が不当であると
判断された場合、あるいは、識別情報の検出が不能であると判断された場合）、遊技機Ｍ
での遊技を不能とすることとしてもよい。具体的には、たとえば、遊技機Ｍと隣接する遊
技媒体貸出装置（異常検知装置１１０）とが正常に接続されていない場合に、遊技機Ｍに
おける遊技媒体（遊技球）の発射を強制的に不能とする既存の機能を利用して、遊技機Ｍ
での遊技を禁止することとしてもよい。このように、遊技機Ｍに対して何らかの不正行為
がおこなわれた恐れがある場合に、その遊技機Ｍでの遊技を不能とすることにより、不正
な遊技者による不当な遊技媒体の獲得を未然に防ぐことができ、不正行為による被害の拡
大を抑えることができる。
【００７７】
　また、遊技機Ｍに対して何らかの不正行為がおこなわれた恐れがある場合には、遊技場
の会計などを監督している第三者機関のコンピュータ装置に遊技機Ｍの異常を示す異常情
報を通知することとしてもよい。なお、第三者機関への異常情報の通知処理は、異常検知
装置１１０において実行されてもよく、また、監視装置１２０において実行されてもよい
。
【００７８】
　これにより、遊技場内に設置されている遊技機Ｍに対して何らかの不正行為がおこなわ
れた恐れがあることを第三者機関のユーザに報知することができる。このように、信頼で
きる第三者機関にも、遊技場に関する不正を監視させることにより、遊技場の管理者や従
業員などによる不正行為を考慮した包括的な不正対策を実現することができる。
【００７９】
　なお、本実施の形態では、異常検知装置１１０は、隣接する遊技機Ｍの異常を検知する
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こととしたが、複数の遊技機Ｍ（たとえば、遊技場内の島ごと）の異常を一括して検知す
ることとしてもよい。この場合、たとえば、異常検知装置１１０の読取部３０１から複数
のアンテナ３２０が配線され、各遊技機Ｍに設けられた非接触ＩＣタグ３１０の通信範囲
内に配設されることとなる。
【００８０】
　また、本実施の形態では、異常検知装置１１０を遊技媒体貸出装置に適用することとし
たが、遊技機Ｍの周辺に設置される呼び出しランプやデータカウンターなどを搭載する周
辺機器に適用することとしてもよい。
【００８１】
（異常検知システム１００の異常検知処理手順）
　つぎに、この発明の実施の形態にかかる異常検知システム１００の異常検知処理手順に
ついて説明する。図５は、この発明の実施の形態にかかる異常検知処理手順を示すシーケ
ンス図である。図５において、まず、遊技機Ｍに設けられた非接触ＩＣタグ３１０により
、遊技機Ｍ固有の識別情報を外部に発信する（ステップＳ５０１）。
【００８２】
　このあと、異常検知装置１１０の読取部３０１により、遊技機Ｍに設けられた非接触Ｉ
Ｃタグ３１０の所定範囲内に配設されたアンテナ３２０を用いて、非接触ＩＣタグ３１０
から遊技機Ｍ固有の識別情報を読み取る（ステップＳ５０２）。つぎに、判断部３０２に
より、読取部３０１による識別情報の読み取りが不能となったか否かを判断する（ステッ
プＳ５０３）。
【００８３】
　ここで、識別情報が読み取られた場合（ステップＳ５０３：Ｎｏ）、判断部３０２によ
り、読取部３０１によって読み取られた識別情報、および遊技機Ｍと関連付けて予め設定
されている設定情報に基づいて、識別情報が正当であるか否かを判断する（ステップＳ５
０４）。
【００８４】
　このとき、識別情報が不当であると判断された場合（ステップＳ５０４：Ｎｏ）、遊技
機Ｍの異常を示す異常情報の送信処理を実行する（ステップＳ５０５）。一方、識別情報
が正当であると判断された場合（ステップＳ５０４：Ｙｅｓ）、ステップＳ５０２に戻り
、一連の処理を繰り返す。また、ステップＳ５０３において、識別情報が読み取り不能と
なった場合（ステップＳ５０３：Ｙｅｓ）、異常情報の送信処理を実行する（ステップＳ
５０５）。
【００８５】
　このあと、監視装置１２０により、遊技機Ｍの異常を示す異常情報を異常検知装置１１
０から受信して（ステップＳ５０６）、最後に、その異常情報を出力する（ステップＳ５
０７）。具体的には、監視装置１２０は、通信Ｉ／Ｆ２１３を介して異常検知装置１１０
から異常情報を受信して、その異常情報（たとえば、図４に示した異常情報一覧４００）
をディスプレイ２１２に表示する。
【００８６】
　ここで、図５に示した異常検知装置１１０の送信処理（ステップＳ５０５）の処理手順
について説明する。図６は、送信処理（ステップＳ５０５）の処理手順を示すフローチャ
ートである。図６のフローチャートにおいて、まず、異常検知装置１１０の検出部３０４
により、遊技機Ｍへの不正行為を監視する監視装置１２０との通信状態を検出して（ステ
ップＳ６０１）、監視装置１２０との通信状態が通信不能状態であるか否かを判断する（
ステップＳ６０２）。
【００８７】
　ここで、通信状態が通信不能状態であると検出された場合（ステップＳ６０２：Ｙｅｓ
）、保持部３０５により、図５に示したステップＳ５０３において識別情報の読み取り不
能と判断された遊技機Ｍ、またはステップＳ５０４において識別情報が不当であると判断
された遊技機Ｍの異常を示す異常情報をメモリに保持する（ステップＳ６０３）。
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【００８８】
　このあと、監視装置１２０との通信状態が通信不能状態から通信可能状態に復帰したか
否かを判断する（ステップＳ６０４）。ここで、通信状態が通信不能状態から通信可能状
態に復帰するのを待って（ステップＳ６０４：Ｎｏ）、通信可能状態に復帰した場合（ス
テップＳ６０４：Ｙｅｓ）、送信部３０３により、メモリから異常情報を読み出して（ス
テップＳ６０５）、その異常情報を監視装置１２０に送信する（ステップＳ６０６）。
【００８９】
　また、ステップＳ６０２において、検出部３０４により、監視装置１２０との通信状態
が通信可能状態であると検出された場合（ステップＳ６０２：Ｎｏ）、送信部３０３によ
り、図５に示したステップＳ５０３において識別情報の読み取り不能と判断された遊技機
Ｍ、またはステップＳ５０４において識別情報が不当であると判断された遊技機Ｍの異常
を示す異常情報を監視装置１２０に送信する（ステップＳ６０７）。
【００９０】
　なお、ステップＳ６０２において、監視装置１２０との通信状態が通信不能状態である
か否かを判断したあとに、遊技機Ｍの異常を示す異常情報を監視装置１２０に送信するこ
ととしたが、これに限らない。たとえば、監視装置１２０との通信状態が通信不能状態で
あるか否かにかかわらず異常情報を送信し、このあと、監視装置１２０との通信状態を検
出することとしてもよい。そして、通信状態が通信不能状態であった場合、異常情報を保
持することとしてもよい。この場合、監視装置１２０との通信状態が通信不能状態から通
信可能状態に復帰したときに、直ちに異常情報を監視装置１２０に送信することとなる。
【００９１】
　また、図５に示したステップＳ５０３において識別情報の読み取り不能と判断された場
合（ステップＳ５０３：Ｙｅｓ）、またはステップＳ５０４において識別情報が不当であ
ると判断された場合（ステップＳ５０４：Ｎｏ）、出力部３０６により、遊技機Ｍの異常
を示す異常情報を出力することとしてもよい。
【００９２】
　以上説明したように、この発明の実施の形態にかかる異常検知装置１１０によれば、遊
技機Ｍに対して何らかの不正行為がおこなわれた恐れがある場合、その遊技機Ｍの異常を
示す異常情報を監視装置１２０に自動的に送信することができる。このとき、監視装置１
２０との通信状態が通信不能状態であった場合、異常情報を保持しておくことができる。
【００９３】
　そして、監視装置１２０との通信状態が通信不能状態から通信可能状態に復帰した場合
に、メモリに保持されている異常情報を、監視装置１２０に送信することができる。これ
により、遊技機Ｍの異常を迅速かつ確実に監視装置１２０のユーザ（たとえば、遊技場の
管理者）に報知することができる。
【００９４】
　また、監視装置１２０のユーザは、異常情報に含まれる時期情報から遊技機Ｍに対して
何らかの不正行為がおこなわれた恐れがある日時を特定することができる。これにより、
不正行為が営業時間中におこなわれたのか、あるいは、営業時間外におこなわれたのかを
判断することができ、不正行為をおこなった人物の特定などに役立てることができる。
【００９５】
　このように、遊技機Ｍに対して何らかの不正行為がおこなわれた恐れがあることを自動
的に判断して、その遊技機Ｍの異常を報知することにより、不正行為の迅速な発見を実現
することができる。さらに、遊技機Ｍ内部に貼付されている封印紙をチェックして、不正
行為がおこなわれたか否かを確認する面倒な作業が不要となるため、不正対策にかかる従
業員の作業負担を軽減させることができる。
【００９６】
　また、異常検知装置１１０の機能を、遊技場内に既設されている、遊技媒体の貸し出し
に関する信号を遊技機Ｍに送信する遊技媒体貸出装置に適用することができる。このため
、不正行為を監視するための装置を新設する必要がなく、不正監視にかかる設備投資を抑
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えることができるとともに、遊技場内における省スペース化を図ることができる。
【００９７】
　具体的には、たとえば、非接触ＩＣタグ３１０からの識別情報を受信するアンテナ３２
０を遊技媒体貸出装置に設け、さらに、上述した異常情報検知処理を実行する異常情報検
知プログラムを遊技媒体貸出装置のメモリに記録することにより、異常検知装置１１０の
機能を実現することができる。
【００９８】
　また、遊技場内に設置されている複数の遊技機Ｍ－１～Ｍ－ｎの異常を、監視装置１２
０において一括して監視することができる。これにより、不正対策にかかる従業員の作業
負担を軽減することができるとともに、不正行為のチェック漏れを低減させることができ
る。
【００９９】
　さらに、監視装置１２０を遊技場の売上情報を管理するコンピュータ装置に適用するこ
とができる。すなわち、既設のコンピュータ装置を利用して、遊技場内に設置されている
遊技機Ｍ－１～Ｍ－ｎへの不正行為を監視することができるため、不正行為を監視するた
めのコンピュータ装置を新設する必要がなく、不正対策にかかる設備投資を抑えることが
できる。
【０１００】
　以上説明したように、この発明にかかる異常検知装置、異常検知方法、および異常検知
プログラムによれば、遊技機の異常を迅速かつ確実に報知することにより、不正行為の早
期発見を実現し、不正による被害の拡大防止および不正行為の抑制を図ることができる。
【０１０１】
　なお、本実施の形態で説明した異常検知方法は、予め用意されたプログラムをパーソナ
ル・コンピュータやワークステーションなどのコンピュータで実行することにより実現す
ることができる。このプログラムは、ハードディスク、フレキシブルディスク、ＣＤ－Ｒ
ＯＭ、ＭＯ、ＤＶＤなどのコンピュータで読み取り可能な記録媒体に記録され、コンピュ
ータによって記録媒体から読み出されることによって実行される。またこのプログラムは
、インターネットなどのネットワークを介して配布することが可能な伝送媒体であっても
よい。
【産業上の利用可能性】
【０１０２】
　以上のように、本発明にかかる異常検知装置、異常検知方法、および異常検知プログラ
ムは、パチンコ遊技機、スロット遊技機、その他各種遊技機の不正対策に有用であり、特
に、パチンコホールやゲームセンター（プレイランド）での設置、使用に適している。
【図面の簡単な説明】
【０１０３】
【図１】この発明の実施の形態にかかる異常検知システムのシステム構成図である。
【図２】図１に示したコンピュータ装置のハードウェア構成を示すブロック図である。
【図３】この発明の実施の形態にかかる異常検知装置の機能的構成を示すブロック図であ
る。
【図４】監視装置のディスプレイに表示される出力画面の一例を示す説明図である。
【図５】この発明の実施の形態にかかる異常検知処理手順を示すシーケンス図である。
【図６】送信処理の処理手順を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【０１０４】
　１００　異常検知システム
　１１０－１～１１０－ｎ，１１０　異常検知装置
　１２０　監視装置
　３０１　読取部
　３０２　判断部
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　３０３　送信部
　３０４　検出部
　３０５　保持部
　３０６　出力部
　３１０　非接触ＩＣタグ
　３２０　アンテナ
　４００　異常情報一覧
　４１０，４２０　異常情報
　Ｍ，Ｍ－１～Ｍ－ｎ　遊技機

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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